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狭い空間での共同生活

居場所の切り替わり

詳しくは、
https://corona.go.jp/proposal/

　新型コロナウイルスの感染者数は 11 月以降急増し、第１波 ( ４月頃 )、第２波 ( ８月頃 ) に

続く第３波が襲来している。第３波の特徴はクラスター（感染集団）の多様化で、繁華街に加え、

職場や大学、外国人コミュニティーなどで広がっているという。

　こうしたコロナ禍でも、日程や会場を分散したりネットを活用したりして、３密を避け工夫

をしながら防火・防災の取組みを進めておられる幼少年消防クラブや女性防火クラブ、自主防

災組織等には、本当に頭の下がる思いである。

　政府の感染症対策分科会の提言では、感染リスクが高まる５つの場面として「飲食を伴う懇

親会等」、「大人数や長時間におよぶ飲食」、「マスクなしでの会話」、「狭い空間での共同生活」

などがあげられている。こうした場面を避け、引き続き一人一人がマスクの着用、手洗いや手

指の消毒、３密回避の徹底など感染防止に努めることが求められている。

　今年も残すところあとわずかで、新しい年を迎えるが、一日も早くコロナ禍が収まり平穏な

日常が戻ることを願っている。

・ 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空

間が共有されるため、感染リスクが高まる。

・ 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑わ

れる事例が報告されている。

・ 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り

替わると、気の緩みや環境の変化により、感染リ

スクが高まることがある。

・ 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例

が確認されている。

場面

場面

４

５


